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第 4 章 生産要素の供給と貿易パターン 

 

Web資料4-1 1人当たりの生産可能性フロンティアを用いたリプチンスキーの

定理の説明：労働賦存量が変化した場合 

 

 本書では図 4-1（96 ページ）に描かれた一国全体の生産可能性フロンティアを用いて，

一国全体の資本賦存量が増加すると，その国における資本集約財の一国全体での生産量は

増加し，労働集約財の一国全体での生産量は減少するというリプチンスキーの定理を説明

した。また，図 4-2（100 ページ）では 1 人当たりの生産可能性フロンティアを用いて，1

人当たりの資本量が増加すると，資本集約財の 1 人当たり生産量は増加し，労働集約財の 1

人当たり生産量は減少することを説明し，このことを「1 人当たりの変数で考えてもリプチ

ンスキー定理が成り立つ」と表現した。これらのケースでは，資本賦存量の増加を考え，

労働賦存量に変化はなかったので，1 人当たりの諸変数の関係は一国全体で考えても当ては

まった。 

 しかし，注意深い読者は，一国の労働賦存量が変化した場合では，1 人当たりの諸変数の

関係をただちに一国全体に適用できないと思うであろう。確かに，1 人当たりの生産可能性

フロンティアを用いると，一国の労働賦存量の増加は 1 人当たりの資本量の減少として表

され，資本集約財の 1 人当たり生産量の減少と労働集約財の 1 人当たり生産量の増加をも

たらす。しかし，1 人当たりでは資本集約財の生産量が減少しても，労働賦存量は増加して

いるので，一国全体で資本集約財の生産量が増加するか減少するかはただちにはわからな

い。そこで，図 4－W1 を用いて，この場合でも一国全体の資本集約財の生産量は確かに減

少し，リプチンスキーの定理が成り立っていることを示す。 

 図 4－W1 の意味は，本書の中の図 4-2 と同じである。ここで，自国における資本賦存量

が一定のもと，自国の労働賦存量が増大すれば，自国の 1 人当たりの資本量 k は減少する。

すると，図 4－2 において，資本市場の需給を一致させる 1 人当たり生産量を表した直線

CD の縦軸の切片 2Kak や横軸の切片 1Kak が小さくなり，直線 CD が左に平行にシフトし，

たとえば直線 C'D' となる。そして，直線 C'D' と直線 AB が交差する，労働市場でも資本

市場でも需給が一致する新しい生産点 E' においては，労働賦存量が増大する前の点 E と比
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べて，労働集約的な財（第 1 財）の生産が増大し，資本集約的な財（第 2 財）の生産が減

少することがわかる。 

 このとき，1 人当たりの生産量に労働賦存量を掛けた自国全体での生産量はどう変化する

であろうか。労働集約財（第 1 財）については，自国の労働量が増加して，1 人当たりの生

産量も増加しているので，自国全体の生産量は労働量の増加率以上に増加する。それに対

して，資本集約財（第 2 財）については，自国の労働量が増加する半面，1 人当たりの生産

量は減少しているので，これだけでは自国全体の生産量の増減は不明である。 

 そこで，図 4－W1 を使ってもう少し検討してみよう。L が α倍だけ増加すると，資本市

場の需給が一致する直線 CD が直線 C'D' にシフトし，OC' と OD' の長さはそれぞれ OC

と OD の 1/α倍となる。このとき，もし L が増加した後の第 1 財と第 2 財の生産が直線 C'D'

と直線 OE の交わる点 F で行われるとすると，三角形 OEC と三角形 OFC' は相似形なの

で点Fでの第 1財と第 2財の生産量 1qと 2qもそれぞれの
0

1q と
0

2q の 1/α倍となる。つまり，

労働者が α倍になることで 1人当たりの第 1財と第 2財の生産量はそれぞれ 1/α倍になり，

自国全体での両財の生産量は変わらない。 

しかし，資本市場と労働市場の需給をともに一致させる生産点 E' では，第 2 財の生産量

は '0

2q であり，これは 2qよりも少ない。これより，労働者が α倍になると，1 人当たりの第

2 財の生産量は 1/α倍よりも小さくなり，自国全体としては資本集約財である第 2 財の生産

量が減少することがわかる。 

 

図 4－W1 労働賦存量が増加したケース 
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